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６ 月 教 育 委 員 会 会 議 会 議 録 

 

          日時：令和５年６月１６日（金）  午後３時 

          場所：山口県教育庁教育委員会室                  （公開） 

 

教  育  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

佐 野 委 員 

 

  

 それでは、ただいまより令和５年６月の教育委員会会議を開催いた

します。 

 最初に本日の署名委員の指名を行います。 

 和泉委員と木阪委員、よろしくお願いします。 

 

 それでは本日の議題の審議に入る前に、審議の公開の可否について

決定したいと思います。本日の議題のうち、報告事項２、協議事項２

は、教育行政の公正又は円滑な運営に支障を生じるおそれがあること

から、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項」

の規定に基づき、非公開とすることが望ましいと考えますが、いかが

でしょうか。 

 

承 認 

 

 それでは、報告事項２、協議事項２については非公開で審議するこ

とといたします。 

 

それでは、議案の審議に入りたいと思います。 

 議案第１号について、教育政策課から説明をお願いします。 

 

それでは、議案第１号「令和５年度山口県一般会計補正予算（第２

号）」についての意見の申出について御説明します。資料①の５ペー

ジを御覧ください。「令和５年度６月補正予算（案）の概要につい

て」というページでございます。 

 次世代の教育環境デジタル化推進事業に係る所要の補正について御

説明いたします。本事業は教育データを活用した学校運営や児童生徒

一人ひとりに合った学びを支援するため、国の実証事業を活用し、教

育ダッシュボードの構築等を行うものです。本年度の当初予算では、

県立学校における教育ダッシュボードの構築に係る経費を計上してお

りますけれども、新たに市町と連携して実施するに当たり必要な経費

を追加計上することとしています。 

次の６ページにありますとおり、６月補正額として、５千万円を計

上しております。この補正予算第２号につきましては、県議会への議

案提出に先立つ意見照会に対し、教育長が臨時に代理して異存ない旨

の意見を申し出ましたので御報告し、承認を求めるものでございま

す。御審議のほどよろしくお願い申しあげます。 

 

 ただいま教育政策課から議案第１号について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

ＩＣＴ関係の予算、こういうのをしっかり取っていただいて有難い

なと思います。最近、校務支援システム等が導入されてきて、こうい
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った教育ダッシュボード等で情報の共有が進むと思うのですが、内容

についてもう少し、どのような運用方法をされるのかというのを教え

ていただければなと思います。 

 

 今回は議案の方にあげております教育ダッシュボードについてでご

ざいますけれども、デジタル化が進んでまいりまして、子どもたちが

いろいろと使い始めますと、教育データがさまざま蓄積されてまいり

ます。学習状況であるとか、あるいは出欠の情報、それから生活アン

ケートなどデータがさまざま蓄積してまいりますけれども、これを自

動的に収集したり、分析をして簡潔に集計や表、あるいはグラフの方

に視覚的に分かりやすく提示をするというものでございます。これを

活用しまして、児童生徒の主体的な学びの支援であるとか、あるいは

誰一人取り残さない学びの実現を目指すものであります。具体的な活

用としましては、例えば先生方が児童生徒と個人面談でそういった教

育ダッシュボードを使ったり、あるいは保護者会等でデータに基づい

て説明をしたり、そういったところに使います。また、クラス全体の

傾向とか、あるいは学校全体の傾向もそれを受けることができますの

で、そういったところで学校運営に役立てるというものになります。 

 

 ありがとうございます。ただ今から個別最適化という形ですごく有

効なデータになるんだと思うんですけれども、その反面、個人情報の

扱い、そういったものが心配されるところが出てくると思うんですけ

れども、その辺りのセキュリティとかというのは、実際の導入事例と

かがあるので、ちゃんと対応されていると思いますけれども、そうい

う仕組みができているのかなというところをお聞きしたいと思いま

す。 

 

 委員御指摘の通り、セキュリティであるとか個人情報の管理につき

ましては大変重要な視点でございまして、このシステムを構築する上

で情報漏洩等が起こらないようなシステムの管理をしてまいる予定に

なっております。 

 

 よろしくお願いします。 

 

 こういうのを積極的に進めていくのはすばらしいと思います。ちょ

っと気になったのは、「県立学校における」ということです。この予

算で整備するのは県立の学校に対しての整備で、それを市町と連携し

て行うというのはイメージとしては市町は市町で行っていて、そこと

のデータのやりとりとか、データの統一とかを開発研究をするとい

う、そういう理解でよろしいでしょうか。 

 

 当初予算につきましては、県立学校のみを対象として教育ダッシュ

ボード等を構築する予定でございましたけれども、国の方で市町の枠

を越えて県域レベルでの校務標準化を目指すというところで、国の方

で市町との連携が条件として付け加えられました。今回補正予算につ

きましては、市町における教育ダッシュボードの構築に向けての費用

という形で補正をさせていただいております。 
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 ということは、小中学校になるのでしょうか。 

 

 小中学校での教育ダッシュボードの構築です。県立の方は県立の方

で教育ダッシュボードの方は構築してまいりますけれども、今回の補

正において小中学校でのダッシュボードの構築という費用になりま

す。 

 

 そうすると将来的には小中高でデータは流れるということを想定さ

れているのかなと思いますが、そのとき、県・市町を越えて個人デー

タが行くということになると、保護者からの同意とかいろいろ必要に

なってくるかなと思いますがその辺はいかがでしょうか。 

 

 将来的には小中高の連携はありうるかとは思いますが、現在、教育

ダッシュボードというのが集まってきたデータを分かりやすく表にし

たりグラフにしたりするものでございまして、今現在、現段階では小

学校での活用、あるいは中学校での活用等、その先の県立での活用が

まだばらばらで、分類された状態で、将来的には繋がる可能性はあり

ますけれども、今現段階ではありません。 

 

 なかなか難しい問題があるかと思いますけれども、有用なデータを

手に入れたというと生徒指導、児童生徒の指導に役立つと思いますの

で、その辺よろしくお願いします。 

 

 全市町でやるとか、全県立学校でやるとかっていうことではないん

ですよね。モデル事業的なものなので、実質的にまずやってみるとい

うことです。そこでまずやってみて課題等をきちんと整理し直すとい

うことになると思います。 

 

まず実証研究みたいな形とお聞きしましたけれども、上手くいけ

ば、有用だと考えられ、６・３・３で１２年ずっとこのデータを共有

することになりますので、良いデータ、生徒にプラスになるようなデ

ータだったら本当はどんどん活用したいんですけれども、やっぱりネ

ガティブなデータも入れざるを得ないお子さんも出てくると思うんで

すよ。そういった場合にネガティブなデータが正確であるかというと

ころはやはりちょっと確認できるそういうシステムになっていない

と、もし間違ってそういったものが登録されてしまって、ずっとその

データが対象の子どもがそういう印象で見られるようになってはいけ

ないかなと思います。間違えたデータがあった場合に訂正ができる、

そういうシステムというのも考えておいてほしいなと思います。 

 

 議案第１号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第１号を承認いたします。 

続いて、議案第２号について教職員課から説明をお願いします。 
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 議案第２号について、説明をさせていただきます。 

資料１０ページをお開きください。「一般職に属する学校職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例」について、御説明いたします。 

 まず「改正の趣旨」ですが、令和５年４月１日から「下関市立蓋井

中学校」が新設され、休校となっておりました「柳井市立平郡東小学

校」が再開されたことに伴い、へき地学校の指定を行うため、「一般

職に属する学校職員の給与に関する条例」について所要の改正を行う

ものです。 

次に「改正の概要」ですが、へき地学校等の指定につきましては、

へき地教育振興法施行規則による基準に基づき、当該学校の地理的条

件や文化的・生活的条件の調査を行った結果、両校とも４級地に該当

したものです。 

最後に「施行期日」ですが、公布の日から施行し、令和５年４月１

日から適用することとしたいと考えております。 

 これらの条例の制定につきまして、県議会の議案提出に先立つ意見

照会に対し、教育長に対する事務の委任等に関する規則第４条第１項

の規定により、教育長が臨時に代理して異存ない旨の意見を申出まし

たので、報告し、承認を求めるものでございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

 

 ただいま教職員課から議案第２号について説明がありましたが、意

見、質問はありますか。 

 

 議案第２号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第２号を承認いたします。 

続いて、議案第３号について教育政策課から説明をお願いします。 

 

議案第３号「令和５年度山口県教育委員会の点検・評価」について

御説明いたします。資料①の１４ページを御覧ください。 

この点検・評価は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２

６条の規定に基づき実施するものです。教育委員会は、毎年その権限

に属する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表するこ

とになっています。この点検・評価については、本日の教育委員会会

議で御審議をいただいた上で、６月定例県議会に報告し、その後公表

することとしております。点検・評価の対象は大きく２つで、「教育

委員会の令和４年度活動状況」と山口県教育振興基本計画に係る「教

育委員会の令和４年度事務事業の実施状況」です。 

 はじめに、１４ページの「３点検・評価」、「 教育委員会の活動状

況」についてです。教育委員会会議の開催状況や、意見交換、県内視

察への出席など、１年間の活動状況を記載しています。委員皆様の活

動ですので、説明は省略させていただきますが、一番下にあります評

価結果を御覧ください。これまで新型コロナウイルス感染症の影響で
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中止となっていた県内視察や会議等が、令和４年度には概ね再開さ

れ、授業視察等を通じて学校現場の実情把握に努めるとともに、市町

教育委員会教育長等との会議においては、教育行政に関するさまざま

な情報を収集し、意見交換等を行われています。また、総合教育会議

において、「令和４年度の重点的な取組に対する対応」や新年度の

「重点取組方針」について、知事と教育長及び教育委員が協議を行

い、教育行政に係る課題等について意思疎通を図り、今後の対応等を

確認したところです。教育委員会の活動状況については以上です。 

続いて、「事務事業の実施状況」に係る点検・評価です。１５ペー

ジを御覧ください。（１）の点検・評価の方法につきましては、山口

県教育振興基本計画の２９の施策と、７つの緊急・重点プロジェクト

について、それぞれの取組内容と指標をもとに、評価基準に基づい

て、事業を所管する課・室において自己評価を行っております。下の

方の（２）のとおり、こうした点検・評価の結果を、今後の取組内容

の見直しや改善、次年度の予算編成等に反映させていくこととしてお

ります。１６ページには、２９の施策のうち、１番目のキャリア教育

の推進に関する点検・評価の例を参考に掲載しています。 

 次に、１７ページに評価結果を一覧にまとめたものを掲載しており

ます。１８から２０ページに緊急・重点プロジェクトの評価結果を、

また２１ページに新型コロナウイルス感染症に係る主な対応について

記載しております。 

 それでは、施策の評価結果について御説明しますので、１７ページ

を御覧ください。２９の施策について、昨年度の評価から変動があっ

た項目を御説明します。 

 まず、「概ね順調」から「課題あり」に評価が後退した施策は、

「７ いじめ・不登校等生徒指導上の諸課題への取組の充実」の１つ

です。取組の評価が後退したことから「課題あり」となりました。 

 次に、「順調」から「概ね順調」に評価が後退した施策は４つで、

「５ 読書活動の推進」と「１４ 地域連携教育の充実」、「２２ 

教育施設・設備の整備、教育環境の向上」については、取組の評価が

後退したことから、また「１８ 地域社会における人権教育の推進」

は、研修会の受講者数が減少し、取組と指標の評価が後退したことか

ら、「概ね順調」となりました。一方で、「６ 学校における人権教

育の推進」は、研修会の実施形態を工夫したことで受講者数が回復傾

向にあることから、取組と指標の評価が改善し、「概ね順調」から

「順調」に評価が向上しています。 

 続きまして、評価結果が「課題あり」となった３つの施策について

御説明します。議案第３号別冊資料を御覧ください。 

 まず、１４ページ「１ キャリア教育の推進」については、新型コ

ロナウイルス感染症の影響で予定していた行事を実施することができ

なかったことなどから、前回に引き続き「課題あり」の結果となりま

した。指標の評価はいずれも星一つとなっていますが、前年度に比べ

て回復傾向にあり、今後はＩＣＴ環境を活用して、学校と地域・企業

とをオンラインでつなぐ取組などを通じて、体験的なキャリア教育の

推進に取り組んでいくこととしています。 

 続きまして、２２ページ「７ いじめ・不登校等生徒指導上の諸課

題への取組の充実」については、全国と同様に、本県のいじめ認知件
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数・不登校児童生徒数も増加傾向にあることを背景に、取組の評価が

後退したことから「課題あり」となりました。今後は、スクールカウ

ンセラー、スクールソーシャルワーカー等の外部専門家や関係機関等

との連携強化による相談、支援体制の一層の充実を図るとともに、中

学校及び高校の新１年生を対象とした、入学前からの継続した相談体

制の充実や、ステップアップルームの設置により、いじめ、不登校等

の未然防止に向けた対策に取り組んでいくこととしています。 

 次に、２４ページ「８ 体力向上の推進」については、スクリーン

タイムの増加や、新型コロナウイルス感染症によるマスク着用時の激

しい運動の自粛等を背景に、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の

結果がコロナ前の水準に回復しないことなどから、前回に引き続き

「課題あり」の結果となりました。今後は、スポーツ医・科学の専門

家等と連携し、各校での取組の検証・改善を図るとともに、課題とし

ている体力要素のすべての向上を目指し、学校・家庭・地域が一体と

なって体力向上に向けた取組を推進することとしています。 

 資料①にお戻りください。最後に、２２から２３ページには教育振

興基本計画に設定している５１の推進指標の進捗状況を一覧で整理し

ています。事務事業の実施状況の説明は以上です。なお、最初に御説

明しましたが、点検・評価の実施に際して、学識経験者の知見の活用

を図ることとなっていることから、６月５日に「山口県教育振興推進

会議」を開催し、主に、点検・評価の方法等について御意見をいただ

いたところです。議案第３号の説明は以上です。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

 

 ただいま教育政策課から議案第３号について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

 ちょうどコロナの影響が少し緩んできた時期が後半あって、それで

視察が行けるようになって、そういった予定を組んでいただくように

なったんですけれども、やはり実際にそういった視察をして現地を見

るとか、現場の先生の話を聞くっていうのが、どんな状況かっていう

のを感じていくっていうのは大切だなと本当に思いました。この先で

きるだけ特徴のあることをやってらっしゃる学校とか、課題について

考えるために適切な視察をお組みいただければなと思います。あとは

やっぱりコロナ禍でオンライン会議が実施されるようになって、日本

中の教育委員さん達とも意見交換し易くなって、それは本当にメリッ

トだなと思ったんですけれども、やはり久しぶりに対面で教育委員会

の連合会総会なんか行くとやはりタイミングがあえば意見交換とか、

そういったところを感じたこととか、やはり同じことをやってるんで

すけれども、濃度が違うなっていうことをすごく感じました。せっか

くオンラインを利用する環境とそういう習慣が身に付いた訳ですけれ

ども、上手くバランス良くオンラインとオフラインを使い分けて、そ

れでこの先も効率良く会議できるようにしていただければなと感じま

した。ちょうどこれからコロナ後ということでいろいろ変わってくる

と思いますので、その辺感想として述べさせていただきました。 

 

 「順調」の項目なので恐縮なんですけれども、１９番目「地域とと
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もにすすめる文化財の保存・活用」というのがございます。万博が２

年後にあるわけですけれども、まあ山口県の方としても万博に来られ

た方を優待する考えは当然あるかと思います。その辺りやはり生徒さ

ん、地域の方々がどの程度山口県に、各市町に足を運ぶかわかりませ

んけれども、そういうのをきっかけに、この結果に満足することな

く、ぜひ星５つを目指すくらいの、それもまた地域を愛するきっかけ

にもなろうかなと思いまして、御意見を述べさせていただきました。 

 

 体力向上や読書推進とかっていうのがありますけれども、学校運営

協議会の中でも問題というか、ちょっとこれからどうしたらいいかな

っていう話題が最近出ています。体力向上に関しては、やはり山口県

が低いっていうのも、委員の中にもちょっと浸透してきているので、

そういう地域の力をおおいに活用して、学校運営協議会の中には本当

面白い方がたくさんいらっしゃって、じゃあ子どもたちとあんなこと

しようとか、こんなことしようという方が沢山いらっしゃるので、や

はり地域としても、子どもたちの課題というかそれを提供していただ

いて、それこそ星が５つになるような取り組みがしていけたらいいな

と個人的にも思います。あと、不登校といじめについてなんですけれ

ども、今年度から入学前のそのゼロ年生についてですが、実際にされ

ている学校はあるんですか。 

 

 ゼロ年生事業については中学校入学前の小学６年生と、公立高校に

入学する中学３年生全員を対象にスクーリングテストを行っていま

す。そのテストの中で要支援が考えられるものについてカウンセラー

の面談が行われています。 

 

 効果があるのかというのはまだ分からないのですか。やって良かっ

たなみたいな何か。 

 

 この３月４月にかけてやってきましたので、今年度の不登校の状況

に変化が見られるのではないかと思っています。 

 

今の段階ではちょっと分からないということですね。よい取組だと

思いますので、進めていただきたいなと思いました。 

 

 いろいろな取り組みで成果が上がったもの、残念ながらちょっと前

の年よりも少し下がったものがありますが、皆様方の御努力が子ども

たちにも教育に活かされていければなと思ったところです。それで、

ちょっと傾向というか、お伺いしたいんですけれども、２０１７年が

基準値で、令和４年度の実績での評価をされているということなの

で、基準値はあくまで自分が基準で、令和４年度実績との比較になる

んですけれども、これを全体、個別に見るといろいろあるかと思いま

すが、例えば２２番の教育施設とか設備の向上評価が星２つあって、

基準値が２０１８年度です。間違ったらごめんなさい、耐震化率につ

いては、全国的に低い方だったかなと思うのですが、そこを基準にし

てちょっと良くなった、その比較では良くなっているんでしょうけ

ど、全国から見ればまだ低いかなと思いました。全体的に山口県の教
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育委員会の活動として、他の都道府県の教育委員会の活動に比べ優れ

ている点、あるいはもっと頑張らなければいけない点という視点で見

たらどのようになっていますか。自己分析をお伺いします。 

 

 指標は前回の計画ベースですので、一概に語るのは難しいところも

ございます。今おっしゃられたように、基準値はその時点の数値を設

定するというのはやむを得ないかなかと思うのですけれども、目標値

をどのように設定するか、その目の前の上がった数値にするのか、そ

れとも全国の水準を見ながら更に理想形を求めるのかといったところ

は、次の計画にもまさに作っておりますので、その辺ではしっかりと

検討していかなければならないと思います。今回の点検・評価の結果

はさまざまでありますけれども、その基準に、その当時の設定した数

字に比べてできるだけ目標値に近づけるようにそれぞれが取り組んで

きておると思っております。 

 

 ぜひ、新しい計画を詰めていく段階でも全国の視点というのも意識

しながら作り込んでいただければなと思います。 

 

 議案第３号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第３号を承認いたします。 

それでは、報告事項に入りたいと思います。報告事項１について、

教育政策課から説明をお願いします。 

 

それでは、報告事項１「第３期山口県まち・ひと・しごと創生総合

戦略（素案）」について御説明いたします。資料①の２４ページを御

覧ください。 

このたび、県の総合企画部が中心となり、第３期の総合戦略の策定

を進めています。まず戦略全体の説明をさせていただきますと、１の

総合戦略策定の考え方にありますとおり、策定に当たりましては、こ

れまで積み重ねてきた地方創生の取組を継承し、その成果をさらに発

展させる観点を重視しながら、県の「やまぐち未来維新プラン」や国

の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」、そして、資料①の２７ペ

ージから４４ページにお示ししている「第２期総合戦略（Ｒ２からＲ

６）」の令和２年度から４年度までの進捗状況の検証を踏まえて進め

ております。 

同じ資料の２６ページを御覧ください。第３期総合戦略・素案につ

いては、体系比較のとおり、「３つの基本的な施策の方向」及び「４

つの政策の基本目標」の枠組みは、第２期から維持されています。施

策の柱については、第３期総合戦略・素案の部分を見ていただくと、

左隣の第２期にない部分がいくつがございます。例えばデジタル化や

脱炭素化といった社会変革への対応や、第２期から統合等が行われて

いる交流の拡大や未来のまちづくりによる活力の創出などが新たに反

映されています。第３期の総合戦略・素案の全体は、報告事項１別冊

資料に掲げております。この素案については、先週来、知事をトップ
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に部局長で構成する活力創出本部員会議や、外部有識者で構成する活

力創出推進会議で示されたところです。県教委における取組は、別冊

資料の２６ページから記載されている「（１）新たな時代の人づくり

の推進」が中心となります。 

「①生涯にわたる人づくりの基礎を培う取組の推進」から２８ページ

の「⑦豊かな心、健やかな体の育成」の項目にかけて、他部局関係も

若干含まれていますが、県教委の取組を掲げているところです。こう

いった人材育成や教育環境の充実等を通じて、県を舞台に活躍できる

若者の育成等を進めていくこととしています。説明は以上でございま

す。 

 

ただいま教育政策課から報告事項１について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

それでは、報告事項１については、以上のとおりとします。 

それでは、協議事項に入りたいと思います。協議事項１について、

教育政策課から説明をお願いします。 

 

それでは、次期の山口県教育振興基本計画の素案につきまして、資

料①の４５ページ以降を中心に説明をさせていただき、必要に応じ

て、協議事項１別冊資料の素案本体もご参照いただくこととしたいと

思います。資料①の４６ページを御覧下さい。 

 １の策定の趣旨のとおり、次期計画は、本県教育がめざす基本的な

方向を明らかにし、総合的かつ計画的に取り組むべき施策をまとめ

た、今後５年間の新たな指針となる計画として策定するものでござい

ます。 

２にありますように、この計画は、教育基本法に定められた計画

で、県の総合計画「やまぐち未来維新プラン」の分野別計画に位置付

けられています。なお、教育基本法上、県の計画は、国の策定する教

育振興基本計画を参考にして策定するよう努めることとなっています

が、本日までのところ、国の基本計画は最終決定、閣議決定に至って

おりません。 

 ３にありますように、計画期間は、国の計画と同じく、令和５年度

から５年間としています。 

 ４にありますように、次期計画は、４章の構成としており、前計画

と同様、第１章で本県教育を取り巻く社会状況の変化等を、第２章で

今後５年間の教育目標を設定し、第３章で、目標達成に向けた、２６

の施策を総合的・体系的に整理しています。また、第４章で計画の着

実な推進について整理しています。 

 ４７ページを御覧ください。第１章、本県教育をめぐる状況です。

まず、１の「教育を取り巻く社会状況の変化」について、前計画と同

様、（１）人口減少・少子高齢化、（２）急速な技術革新とグローバ

ル化の進展を整理するとともに、今回新たに、（３）新型コロナウイ

ルス感染症の影響と、子どもたちの抱える困難が多様化・複雑化して

いることや今年４月に子ども基本法が施行されたことを踏まえ、

（４）社会の多様化と子どもの権利利益の擁護を追加しました。 

 次に２の「本県教育の現状」についても、前計画と同様に、（１）
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学力・学習状況、４８ページに移って（２）生活の状況、（３）体格

・体力の状況、（４）いじめ・不登校等の諸課題、（５）高校卒業者

の進学・就職、（６）地域連携教育、（７）教職員の状況について整

理をするとともに、今回新たに（８）ＩＣＴ環境の整備・活用状況を

追加しています。また、今回新たな取組として、教育の当事者である

子どもたちに、アンケート調査を実施いたしました。その結果の概要

を（９）子どもたちの教育に対する期待として整理しています。アン

ケート調査のより詳しい結果については、別冊資料の２３ページから

２５ページにかけて掲載しておりますので、また御覧いただければと

思います。 

 続きまして、第２章、教育目標についてです。４９ページを御覧く

ださい。教育目標については、２月の教育委員会会議でも説明しまし

たとおり、前計画の教育目標である「未来を拓く たくましい『やま

ぐちっ子』の育成」を継承することとし、目標達成に向けた３つの

力、３つの心も同様に掲げていくこととしています。また、一番下の

部分に、「ウェルビーイングの向上」という項目を掲げています。こ

の言葉は、身体的にも精神的にも社会的にも良い状態、すなわち、個

人や地域・社会が幸せや生きがい、豊かさを感じている状態をいいま

すが、国の計画では、計画全体のコンセプトの一つとして大きく扱う

方向です。このため、県においても、国の計画に沿って取り組むこと

で、ウェルビーイングの向上に貢献することを記載しています。な

お、別冊資料の素案本体では、３ページにウェルビーイングという言

葉が出てきますので、用語解説を記載しています。 

 続きまして、５０ページを御覧ください。第３章、施策の展開につ

いてです。教育目標の達成に向けて今後５年間で取り組む主要な２６

の施策とその主な取組内容について、６つの「施策の柱」により、体

系的に整理しています。５０ページ真ん中より上あたりに、教育目標

を掲げています。その下、左側に、縦に並んでいる６つの色塗りをし

ている四角い枠の中に、施策の柱を記載しています。一番上の柱が、

「確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進」で、この柱

には、①から⑦までの施策を整理しています。ここで、柱の整理の変

更について説明いたします。「施策の柱」について、前の計画では、

御覧の上から３つの柱を、「知・徳・体の調和のとれた教育の推進」

という一つの柱でまとめていました。今回の施策で言えば、①から⑬

までを一つの柱で整理することになるわけですが、施策の内容を見て

いただくと、「⑧教育ＤＸ」や「⑨グローバル人材」、また「⑪いじ

め・不登校等」や「⑬外国ルーツの子どもへの対応等多様なニーズ」

など、一つの柱でくくるには、余りにも課題が顕在化、多様化してい

る状況です。また、国の基本計画には、いわゆる教育における不易流

行という考え方も出てまいります。社会の変化、新しい動きに対応し

ていく姿勢も必要と考えています。そこで、次期計画では、３つの柱

に分けることとしました。まず、不易なもの、変わらないものとして

「確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進」を１つめの

柱としています。また、流行として、社会状況の変化等を踏まえ、

「新たな時代を創造する人材を育む教育の推進」（創造）と、「誰一

人取り残すことのない教育の推進」（包摂）を追加しました。それ以

外の３つと併せて６つの柱で再整理しています。また、次期計画で
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は、新たに２つの重要な視点を設定しようと考えています。５０ペー

ジ上の方に記載しておりますように、本県が、全国に先駆けて設置・

整備を行った「コミュニティ・スクール」と、１人１台タブレット端

末等の「ＩＣＴ環境」、本県が誇るこの２つの強みを活かすというこ

とを、視点として設定しました。施策を展開するに当たって、こうし

た強みを積極的に活用すれば、様々な取組の効果がさらに高まるもの

と考えています。 

ここで、素案本体の方で、施策ごとにどのような内容・構成として

いるか見ていただきたいと思います。協議事項１別冊資料の３８ペー

ジをお開きください。 

最初の施策、「①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指

導の充実」を例にして説明いたします。まず、これまでの取組・成果

と課題、また３９ページには、今後の方向性について、先ほどの、点

検・評価の内容も参考に記載しています。そして、今後の方向性に沿

った主な取組を「■」で記載し、その下に矢印で、より具体的な取組

内容を箇条書きでお示ししています。それから、４０ページに移っ

て、主な取組の次には、それぞれの施策に関し、２つの視点であるコ

ミュニティ・スクールとＩＣＴを活用した取組について、現時点で想

定される内容を先ほどの取組の中から抜き出して記載しています。 

次に、４１ページには、主な推進指標を整理しています。また最後

には、その施策に関する説明等の中で、分かりにくい用語の解説を付

けています。主な推進指標については、事前に送付した素案では検討

中としておりましたが、それぞれの施策における取組の進捗が、可能

な限り把握できるような指標を設定するようにしたところです。各施

策については、以上のような構成で整理しています。 

それでは、資料①の５１ページに戻っていただけますでしょうか。 

５１ページから５４ページまでは、別冊の素案本体のうち、施策ごと

に、先ほどの素案本体で「■」で整理していた主な取組を抜き出して

整理しています。新規追加した施策はもちろん、その他の施策につい

ても、教育目標の実現に向け、計画期間を見通しながら内容の充実に

努めたところです。それから、施策展開に関してもう１点。今回の基

本計画の更に各論となる個別の計画の策定について、事務の効率化等

の観点から、この教育振興基本計画に溶け込ませる、内包させること

としたものが２件ございます。 

まず、５２ページの⑧教育ＤＸの推進の施策です。「学校教育の情

報化の推進に関する法律」におきまして、学校教育情報化推進計画の

策定が努力義務とされています。当該計画に必要な事項を、この次期

計画に内包させています。それから同様に、同じページの⑫特別支援

教育の推進の施策です。県教委では、従来、山口県特別支援教育推進

計画を別に策定していましたが、この次期計画に内包させているとこ

ろです。 

それから、５４ページを御覧ください。下の部分、点線枠囲みの中

に、緊急・重点プロジェクトについて記載しています。前計画では、

４つの柱の下、２９の施策という整理とは別に、７つの緊急・重点プ

ロジェクトを掲げていました。しかしながら、時代の変化が激しく、

先を見通すことが困難となっている今、６つの柱、２６の施策とは別

に、５年間を見通して、緊急的・重点的に取り組むテーマを設定する
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ことは妥当ではないだろうと考えています。従って、次期計画では設

定はせず、今後、緊急的な課題等が生じた場合には、予算編成の中

で、必要な対策を講じていきたいと考えています。 

 最後に、資料①の５５ページを御覧ください。第４章、計画の着実

な推進についてです。市町教委等関係機関等との連携や、ＰＤＣＡサ

イクルによる進行管理等について記載をしております。 

最後に、今後の策定スケジュールといたしましては、６月定例県議

会に素案を提出いたします。その後、パブリック・コメントの実施を

経て最終案を策定した後、改めて最終案を県議会に提出し、教育委員

会会議にお諮りした上で、１０月中を目途に策定・公表の予定として

おります。説明は以上でございます。 

 

ただいま教育政策課から協議事項１について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

よく内容がまとまっておられるのではないかなと感じました。先程

の県全体の計画の中で教育の部分ができることというのがここに書か

れていると思うんですけれども、これを全てやったからといって県全

体の計画がすばらしいということは限りませんけれども、ただ、これ

ができれば次に確実に繋がってくるのではないかなと思います。児童

生徒の減少というのは、子どもたちが生まれた時点で減少するという

のは決まっているので、それ以外のところに働きかけをせざるを得な

いと思うんですけれども、そう考えると安心して子どもが育てられ

る、成長できる、そこで個人が幸せを感じるような学校生活ができ

る、成長ができるというところに繋がることで社会へ繋げていくしか

ないのかなという感じを持っております。それで、山口県広いんです

けれども、人口比でいいますと日本全国の人口の１％ぐらいですか

ら、逆に考えてこの人数の中で小回りを効かせて山口県ならではでき

ることというのを進めていかれたら良いんじゃないかなと思います。

今回強みとしてコミュニティ・スクール、ＩＣＴ、この辺を柱にされ

て、肉付けをされていかれると、そういった形でもどんどん、１％人

口ではありますけれども山口県って目立っているねとか、突き抜けて

いるねとか、そういったところを目指していただけたら、何か突破口

が見えるんじゃないかなと感じております。あとは、社会の変化がす

ごく激しいので、最後に別にまた緊急重点プロジェクトというのをそ

の都度入れていくという形でされているのは必要だなというふうに感

じました。いい方向のまとまり方になっていると感じておりますの

で、ぜひ、良いもの作っていければと思っております。 

 

緊急重点プロジェクトをやめて、翌年度の重点取組を毎年総合教育

会議の中で説明しておりますけれども、重点取組の中に集約していく

形にしていこうと思っております。毎年度、緊急重点的なものを出し

ていくということです。その年度ごとの緊急重点プロジェクト的なも

のを重点取組として位置づけ、予算の中で、そういった整理でさせて

いただけたらと思っております。 

 

年度ごとに重点取組を設定してやるというのは大変かと思います。
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この教育教育計画を主軸にして、臨機応変に課題に取り組んでいただ

ければと思います。それで、今、２６の課題を挙げておられますが、

それが目標だと思うのですが、目標に挙げないと、具体的な取組が設

定ができなくて、それに目標に近づくための課題が具体的に設定でき

るのでしょうけど、目標に上げてなかったから、課題として感じてい

ても、具体的な取組や具体的な目標がないとあまり進まないことも起

こってくるかと思いますので、臨機応変に必要な目的があれば挙げて

いただければなと思います。確かな学力についてのところで別冊資料

の３８ページから４０ページあたりで説明をしていただいて、４１ペ

ージにこれから目標値が入っていくのでしょうけれど、これはこれで

進めていただけたらすばらしいことだなと思っております。それで、

目標とか指標に挙がっていないことでも、課題があればと思うんです

が、ときどき、何回か言っていて申し訳ないんですけど、大学進学

率、これをどう捉えるのかというのが課題の一つになってくるんじゃ

ないかなと思っておりまして、大学進学率、４年、短大、専門学校の

合わせた進学率がある調査では昨年度全国で最下位になったと聞いて

います。大学進学率だけ取ってみても、ある調査では、文科省の調査

をまとめたものだと思うのですが、一番進学率が低かったのは、令和

３年度は鹿児島県で、下から２番目が山口県だったということを課題

と捉えていくべきかどうかというところからスタートするべきと思い

ます。以前はずっと沖縄県が最下位だったと思うんですが、沖縄県の

教育振興基本計画をみると大学進学率が目標にあがっているんです

よ。それで、十年後何％という値を決めており、令和１３年度４５％

を目標にするだとか。やはり順調に伸びているところはその辺である

んだろうなと思っております。あと、少し見ただけですけど、茨城県

とか鳥取県のあたりの大学進学率向上というものが指標や取組として

挙げられています。他にあるかもしれません。単に大学進学率が上が

ればいいということではないと私も思っておりますが、その辺を県の

全体として教育委員会としてどう考えていて、何か課題があると見る

のか、そしたら何か目標を定めて少しずつでも向上を考えていくのか

ということは、ちょっと時間をかけてでも少し取り上げていただけれ

ばと思います。茨城県のところを見ると産業構造の変化により、高校

教育の必要性がこれまで以上に増すことが予想されるため、ＡＩドリ

ル等の活用により基礎学力を向上させるほか、進学講演会で進学の機

運を醸成するなど、県全体の４年生大学の進学率を向上させる取り組

みを推進するというふうな文言になっています。それが必ずしも大学

進学率を上げるというのはやらなくても良いことであればそれで良い

と思うんですが、高校卒業生、高校卒業後の就職率１００％を目指

す、それはそれですばらしい目標だと思いますし、生徒たちの進学状

況によって夢を実現させるために指標におくというのもいいと思いま

すし、その辺を、全国最下位という状況をどう捉えるかということを

考えて、ぜひ一つの課題ではあるかなと捉えてもらえたらと思いま

す。 

 

御指摘ありがとうございます。私どもの考えというのは、あくまで

も進学するか、あるいは就職するかというところにおきましては、生

徒自身や家庭によって主体的な判断をされるべきものであると思いま
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す。その判断をしっかりと支援をするというのが、学校に課されてい

る課題だと思っています。また、学力向上ですとか、進学ですとか、

それがなかなか推進指標として立てづらい現状があります。各学校に

よって目標も違っています。こうしたことから、進路指導の指標につ

いては、就職を希望する生徒が何％就職を実現しているか、県内就職

がどれくらいであるかというような指標としています。御指摘の視点

につきましても、課題意識を持ちつつ対応できればと考えておりま

す。 

 

今の和泉委員の発言について、私も以前からそういうのはいろいろ

考えておったんですけれども、周南地域は私の地元なので見てると高

校卒業して割と地元の企業に勤められる方がいらっしゃって、高校卒

業してそういう幸せな人生を築き上げられるんであれば、それは別に

それで良いんじゃないかなと思うところもあったんですけれども、た

だ、全国の動きから山口県が最下位であるということが、何か悪い影

響を作ってくるんじゃないかなというのも感じていて、それをどうし

たらいいのかなと思ったら、大学とかその上の高校から次の進学をさ

れても山口県に戻れる、または山口県で就職がちゃんとできる高校卒

業の時点で就職しなくてももっと良い選択が増えるというのであれ

ば、どんどん進めていかれたらいいと思うんですけれども、その広い

ところの、大学に進学した後、高校卒業で出るよりもいい結果が得ら

れるのかというところをまずは何とかして働きかけていかなきゃいけ

ないのかなと思います。それには学校教育よりもう一つ上の大学であ

ったり、企業、ここがどの程度いい人材を育成されるか、その人材を

しっかり山口県に固定していくか、取り入れていかれるかっていうと

ころ、その辺りをしっかりしないとなかなか難しいのかなと思いま

す。ただ、今まで思っていた高校卒業で幸せならって単純に考えるの

がずっとこの先もそれで良いのかなというのは、疑問に思いだしてお

ります。それで、考え方がそういうのもやっぱり必要なのかなって感

じております。 

 

生徒が主体的に決める、支援というか、それを学校側がどうするか

だと思います。それが進学なのか就職なのか。私的には、進学率は全

国で最下位かも分からないけど、就職率は全国トップをとれるところ

にあるんじゃないかと思っています。あとは最終的には生徒が自分の

生き方を考えるので、それを高校の方できちんと後押ししてあげる、

そういう仕組みをこれから作っていく、そういう流れをつくるのが大

事だと思っております。その先に進学率が上がる場合もありますし、

逆にいえば下がる場合もあるんじゃないかと思っていますけれども、

それはその先のことと考えております。まずは生徒の主体的な判断が

きちんとできるような、そういう流れを作っていくということに集中

していきたいなと思っております。 

 

それこそ変化の激しい時代ですので、将来、生き残れる力というも

のを育む教育活動をしていただきたいなと思います。 

 

先程のお話で出たと思うんですけれども、このたび、子どもにもア
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ンケートを取ったということで、ぜひ、この子ども、保護者向けに分

かりやすいパンフレットを作っていただきたいと切に願っておりま

す。これだけのすごい良い内容、すばらしい内容のものができている

ので、それをここだけで終わらせるんではなくて、より子どもたち、

保護者、県民全体が見れるような、分かるようなそういうパンフレッ

ト、媒体があればいいなと思っています。これは前回のパンフレット

なんですけど、難しいです。これがどこに配られたのかがちょっと分

からないんですけど、ちょっとこれじゃ何かもう少し分かりやすく、

ああこういうことかとか、このことを言っているのか、じゃあ僕た

ち、私たちはこうしようとか、そういうふうな気持ちがわくわくする

ような、そういうものができあがればいいなと思っています。大変だ

と思いますがよろしくお願いします。 

 

小崎委員ありがとうございます。今おっしゃったように、意外とこ

れまでは教育の当事者という言い方をしていますけれど、子どもたち

の意見を計画に反映させるということが十分にできていなかったとい

う反省点が非常にございました。今おっしゃったように、今回アンケ

ートで子どもたちの想いというのをある程度汲み取っておりまして、

その内容をできるだけこれからの計画づくりに反映させていきたいと

思っています。そのできた計画を、子どもたちにも分かりやすい計画

そのものとは別の形で、今おっしゃられたようなパンフレットになる

か、リーフレットになるかは分かりませんけれども、子どもたちが理

解できるような資料をつくることで、自分たちが言ったことが部分的

にも反映されているような形になれば、いい方向にもなるのかなと思

っています。そういったものの整理、作成についてはしっかり前向き

に検討していきたいと思っています。 

 

それでは、協議事項１については、以上のとおりとします。 

続いて協議事項３について、学校安全・体育課から説明をお願いし

ます。 

 

これからの説明は、資料①の５６ページの概要版を御覧ください。

概要には掲載していませんが、策定の経緯として、少子化が進む中、

学校部活動を従前と同様の体制で運営することが難しくなってきてお

り、昨年１２月、スポーツ庁・文化庁は「学校部活動及び新たな地域

クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を策定し、公

立中学校等における休日の部活動の段階的な地域移行に向け、学校部

活動の地域連携及び新たな地域クラブ活動への移行を図ることとしま

した。 

本県においても、生徒の活動の場として、新たな地域クラブ活動を

行う環境を速やかに整備するため、県観光スポーツ文化部と連携し、

国のガイドラインを踏まえ、県方針を策定することとしました。これ

からは概要版ですが、方針の名称は、「山口県新たな地域クラブ活動

の在り方等に関する方針」で、今年 10月を目途に策定する予定として

います。方針の構成は、概ね国のガイドラインに沿った内容となって

いますが、「移行の目途・改革の方向性」については、市町や、やま

ぐち部活動改革推進協議会委員の意見を踏まえた上で、県独自に定め
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ています。 

まず、方針策定の趣旨等では少子化が進む中、学校単位の充実した

部活動の維持が困難な状況であり、今後は学校単位から地域単位での

活動に移行していくことにより、地域において子どもたちがスポーツ

・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会の確保が必要であ

ることを示し、めざす姿では、「地域の子どもたちは、学校を含めた

地域で育てる。」という意識の下で、地域の実情に応じた生徒のスポ

ーツ・文化芸術活動の最適化を図り、体験格差を解消することなどを

示し、期待される効果としては、地域の生徒や多世代間との交流を通

して、子どもたちの人格形成に寄与されることや多世代との交流によ

る新たなコミュニティの創出や絆の強い地域づくり、そして、学校全

体の業務軽減につながることなどを示しています。 

改革の方向性は、国に合わせ、令和５年度から７年度末までの３年

間を改革推進期間とし、県内全ての市町において、まずは、休日の学

校部活動の地域連携、または、地域移行に向けた取組を実施すること

としています。また、地域の実情や進捗状況を踏まえて、早期に休日

の地域移行が可能な市町においては、令和７年度末までの実現をめざ

し、移行に時間を要する市町については、できるだけ早い時期の実現

をめざすこととしています。また、平日の学校部活動の地域移行につ

いては、国の方針に準拠し、地域の実情に応じて、できるところから

取り組むよう示しています。なお、本方針については、今後の国の方

針や市町の進捗状況等を踏まえ、改革推進期間終了時期に、必要に応

じて、見直すこととしています。 

 本方針の主な内容は、国のガイドラインに沿って、本県に合わせた

内容としており「Ⅰ．新たな地域クラブ活動」、「Ⅱ．移行に向けた

環境整備」、「Ⅲ．大会等の在り方の見直し」という構成にし、

「Ⅰ．新たな地域クラブ活動」については、学校部活動の維持が困難

となる前に、生徒の新しい活動の場として整備すべき新たな地域クラ

ブ活動の在り方について、要件や運営団体・実施主体の整備、指導者

の確保、保護者負担等の軽減に向けた取組を行う市町に対する国の支

援方策に沿った支援等について示しています。「Ⅱ．移行に向けた環

境整備」については、新たな地域クラブ活動等の整備にあたり、段階

的・計画的に取り組むため、その進め方や地域クラブ活動のモデル・

イメージ等を示しています。「Ⅲ．大会等の在り方の見直し」につい

ては、学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニ

ーズ等に応じた大会等の運営の在り方について示しています。 

 最後に、この素案については、今後、本委員会や文教警察委員会、

パブリック・コメント、スポーツや文化の審議会での御意見をお聴き

しながら検討を深め、９月には最終案をお示ししたいと考えていま

す。 

 

ただいま学校安全・体育課から協議事項３について説明がありまし

たが、意見、質問はありますか。 

 

だいぶ地域でのクラブ活動の在り方というのが、具体的になってき

たんだなというところで、すごく不安な面もあるのですが、そちらの

不安の中を話させていただきますと、各所に教育的意義という文言が
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書いてあることで、その辺をしっかりと参加される団体、組織だけで

なく、参加される利用者の皆さんにも理解していただいて、実施して

いただければなと感じております。昔から日本の教育、部活動がいろ

いろないい効果を上げているというのが、報道の中で外国の人が言っ

ているのを聞いておりましたので、良いところはちゃんと残しなが

ら、しかしながら人口減少の中でできない、自分たちが実現できな

い、子どもたちが増えているというのも現実でしょうから、その中で

上手くバランスを取りながらということになるのでしょうけれども、

完全に成績とか競技の順位とかを目指すだけではなくて、教育的意義

と言ったら何かちょっと硬くなりますけれども、そこで成長していく

とか、人間関係を作っていくというところもしっかり忘れずに進めて

いただきたいなというところがあります。よろしくお願いします。 

 

今委員がおっしゃられたように、まず改革が進むためには、目指す

方向性や意義というのが理解されるということは大切なことだと思っ

ています。ですので方針の冒頭には、これまで学校部活動が有してき

た教育的意義を示すとともに、地域の教育活動においてもその意義を

継承するということを示しています。また新たなクラブ活動の要点、

これは今後、指針等の方が具体的に示されることなのですが、この中

では継承される団体だということも、意識して作成したところです。 

 

それでは、協議事項３については、以上のとおりとします。 

 次に、次回の教育委員会会議の日程について、教育政策課から説明

をお願いします。 

 

次回の教育委員会会議は、令和５年７月１４日（金） 

午後１時３０分を予定しております。よろしくお願いします。 

 

 

 


